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重大事故対策 －フィルタ付きベント装置の確実な使用のための手順－
ワーキングの詳細
はこちらから

（注）本資料は、ワーキングチームにおける論点及び検証結果を分かりやすく表現することを目的とし、できる限り平易な記載としています。

第23回ワーキング
（2023.3.29）で議論

圧力上昇などによる原子炉格納容器の破
損を確実に防止するため、フィルタ付き
ベント装置の準備操作の開始やベント実
施の条件を、余裕を考慮して設定してい
ることを確認。

フィルタ付きベント装置を使用すること
で、事故による周辺環境への放射性物質
の放出量の抑制に大きな効果があるが、
使用する際の条件はあらかじめ定めてい
るのか。

○フィルタ付きベント装置によるベント操作の判断基準

ベント実施判断基準

• 格納容器破損を防止し、事故による環境への放射性物
質の放出を抑制するため、フィルタ付きベント装置に
よるベント操作は、余裕を考慮してあらかじめ設定し
た実施判断基準に到達した場合に実施

• ベント実施判断基準の到達までに確実にベント準備操
作を完了するため、時間的余裕を考慮しサプレッショ
ン・プール※通常水位＋5.0m到達によりベント準備操
作を開始

炉心の状態 目的 実施判断基準

炉心損傷なし
過圧破損
防止

格納容器圧力310kPa[gage]
(最高使用圧力）到達

炉心損傷を
判断した場合

サプレッション・プール
通常水位＋6.5m到達

水素燃焼
防止

格納容器酸素濃度が
ドライ条件で4.3vol％到達

※サプレッション・プール
格納容器下部にある、格納容器内の水蒸気を
凝縮し、圧力上昇を抑制するためのプール

格納容器の限界圧力620kPa[gage]に対し
て余裕を考慮

フィルタ付きベント装置のベントライン
が水没する水位である通常水位+8.143m
に対して余裕を考慮

※ 炉心損傷時、格納容器内は400～465kPa[gage]
の範囲で格納容器内への注水（冷却）をする。
炉心損傷時は格納容器内に放射性物質が放出
されるため、炉心損傷なしの場合よりタイミ
ングを遅らせることにより、ベント時の外部
影響を軽減する。

水素燃焼が生じる酸素濃度の可燃限界
5vol%に対して余裕を考慮

（例）炉心損傷時・過圧破損防止のための
格納容器ベントまでの流れ

https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/gentai/anzen/nuclear/anzen/tokaidaini_wt_kekka.html


フィルタ付きベント装置（フィルタベント）の概要参考資料
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○ 東海第二発電所では、万一原子炉が破損した場合においても、原子炉格納容器を守ることによっ
て周辺環境への影響を最小化し、長期的な住民避難を伴う事故を防ぐため、フィルタ付きベント
装置を設置

○ 原子炉格納容器内の放射性物質を含む蒸気を、フィルタを通して多くの放射性物質を除去した上
で大気に放出することにより、原子炉格納容器の破損を防止する。

○ 原子炉格納容器内で発生した蒸気の圧力のみで使用できるため、電源が不要であり、ポンプのよ
うな可動部もないことから、信頼性が極めて高い（確実な作動が見込める）。

原子炉建屋

フィルタ付きベント装置イメージ図
原子炉格納容器

フィルタ付きベント装置
据付作業の様子


